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2. 治水対策と一体となった各ゾーンのまちづくりの構想 

 治水対策と一体となった各ゾーンのまちづくりのイメージ及び主な整備メニュー（案）は以

降のとおりである。 

 

(1) Ａゾーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-1  A ゾーンの整備イメージ 

 

Ａゾーン（百日川～昭代橋）の主な整備メニュー（案）は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※赤字：治水対策と一体となって行う整備メニュー（案） 

川に近づける階段 

水際の散策路 

わんぱく広場 

堤防の緩傾斜化 

護岸の修景 

Ａゾーン（百日川～昭代橋）の整備イメージ 

イベント広場の整備 

水辺の小楽校の 
再整備 

川に近づける階段 

小学校 

幼稚園 

公園 

水辺に親しむ動線 

水と緑の歩行者ネットワーク 管理用通路の歩
車道分離 

（せせらぎ通り） 

憩いのスペース 
の整備 

河川利用の歴史・親水が
できる空間づくり 

・水辺の小楽校の再整備
・川に近づける階段
・水際の散策路
・憩いのスペースの整備（わんぱく広場）

歴史・川・緑を活かしたまちづくり

・イベント広場の整備交流を育み賑わいのあるまちづくり

・管理用通路の歩車道分離（せせらぎ通り）
・護岸の修景
・堤防の緩傾斜化

まち並・景観に配慮したまちづくり

・下水道の整備推進安全で定住できるまちづくり

主な整備メニュー（案）まちづくりのコンセプト

・水辺の小楽校の再整備
・川に近づける階段
・水際の散策路
・憩いのスペースの整備（わんぱく広場）

歴史・川・緑を活かしたまちづくり

・イベント広場の整備交流を育み賑わいのあるまちづくり

・管理用通路の歩車道分離（せせらぎ通り）
・護岸の修景
・堤防の緩傾斜化

まち並・景観に配慮したまちづくり

・下水道の整備推進安全で定住できるまちづくり

主な整備メニュー（案）まちづくりのコンセプト
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(2) B ゾーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-2  B ゾーンの整備イメージ 

 

B ゾーン（昭代橋～薬師堂）の主な整備メニュー（案）は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※赤字：治水対策と一体となって行う整備メニュー（案） 

水際の散策路 

川とまちの交流の場
としての空間 

川に向かった街並み

管理用通路の歩
車道分離 

（せせらぎ通り） 

Ｂゾーン（昭代橋～薬師堂）の整備イメージ 

川前の街並みのルール化 

本宮駅 

護岸の修景 

水辺に近づける階段 

中心市街地の回遊性ネットワーク 

水辺に近づける階段 

中心市街地の 
街路整備 

「もとみや」の顔シンボルロード 

本宮の新しい 
玄関口 

堤防のバルコニー化 

水と緑の歩行者ネットワーク

・川に近づける階段
・水際の散策路

歴史・川・緑を活かしたまちづくり

・川とまちの交流の場としての空間づくり
・中心市街地の街路整備
・本宮の新しい玄関口（駅前広場整備）
・中心市街地の回遊性の向上（歩道のバリアフ
リー化）

交流を育み賑わいのあるまちづくり

・管理用通路の歩車道分離（せせらぎ通り）
・護岸の修景
・堤防のバルコニー化
・川前の街並みのルール化
・左岸を眺望できる空間づくり

まち並・景観に配慮したまちづくり

・建築物等の容積率の緩和安全で定住できるまちづくり

主な整備メニュー（案）まちづくりのコンセプト

・川に近づける階段
・水際の散策路

歴史・川・緑を活かしたまちづくり

・川とまちの交流の場としての空間づくり
・中心市街地の街路整備
・本宮の新しい玄関口（駅前広場整備）
・中心市街地の回遊性の向上（歩道のバリアフ
リー化）

交流を育み賑わいのあるまちづくり

・管理用通路の歩車道分離（せせらぎ通り）
・護岸の修景
・堤防のバルコニー化
・川前の街並みのルール化
・左岸を眺望できる空間づくり

まち並・景観に配慮したまちづくり

・建築物等の容積率の緩和安全で定住できるまちづくり

主な整備メニュー（案）まちづくりのコンセプト
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(3) C ゾーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-3  C ゾーンの整備イメージ 

 

C-1 ゾーン（観音堂～地域防災センター付近）の主な整備メニュー（案）は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

C-2 ゾーン（地域防災センター付近～鳴瀬地区）の主な整備メニュー（案）は以下のとおりである。 

 

 

 

 

※赤字：治水対策と一体となって行う整備メニュー（案） 

川に近づける階段 

水際の散策路 

Ｃゾーン（観音堂～鳴瀬地区）の整備イメージ 

【Ｃゾーン（C-1～C-2）】

川前の街並みのル
ール化 

桜並木の保全・再生 

護岸の修景 

歴史的建造物の 
再活性化 

水辺への坂路の 
保全 

左岸を眺望できる
空間づくり 管理用通路の歩

車道分離 
（せせらぎ通り） 

水と緑の歩行者ネットワーク 

腰積み等による 
住宅への影響低減 

歴史・川・緑のネットワーク 

・管理用通路の歩車道分離（せせらぎ通り）
・桜並木の保全・再生

まち並・景観に配慮したまちづくり

・建築物等の容積率の緩和
・腰積み等による住宅への影響低減

安全で定住できるまちづくり

主な整備メニュー（案）まちづくりのコンセプト

・管理用通路の歩車道分離（せせらぎ通り）
・桜並木の保全・再生

まち並・景観に配慮したまちづくり

・建築物等の容積率の緩和
・腰積み等による住宅への影響低減

安全で定住できるまちづくり

主な整備メニュー（案）まちづくりのコンセプト

・歴史的建造物の再活性化
・川に近づける階段
・水際の散策路

歴史・川・緑を活かしたまちづくり

・水辺への坂路の保全交流を育み賑わいのあるまちづくり

・管理用通路の歩車道分離（せせらぎ通り）
・護岸の修景
・川前の街並みのルール化
・左岸を眺望出来る空間づくり

まち並・景観に配慮したまちづくり

・下水道の整備促進
・建築物等の容積率の緩和

安全で定住できるまちづくり

主な整備メニュー（案）まちづくりのコンセプト

・歴史的建造物の再活性化
・川に近づける階段
・水際の散策路

歴史・川・緑を活かしたまちづくり

・水辺への坂路の保全交流を育み賑わいのあるまちづくり

・管理用通路の歩車道分離（せせらぎ通り）
・護岸の修景
・川前の街並みのルール化
・左岸を眺望出来る空間づくり

まち並・景観に配慮したまちづくり

・下水道の整備促進
・建築物等の容積率の緩和

安全で定住できるまちづくり

主な整備メニュー（案）まちづくりのコンセプト
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本宮左岸地区のまちづくりにあたっての配慮事項は以下のとおりである。 

• 奥州街道等の歴史的な史跡や案内板の保存・設置による、歴史・文化の伝承 

• 安達太良山や阿武隈川等と調和したまち並み景観の保全 

• 石やコンクリートで固めない水際の散策路の確保 

• 堤防上の道路（管理用通路）における子供等、歩行者への安全性への配慮 
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3. 主な整備メニューの例 

主な整備メニューの事例やイメージについて整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

せせらぎ通り 
（歩車道分離・カラー舗装化） 

・堤防天端上の道路（管理用通路）は、歩道部と車道部を
分離し、歩行者の安全性に配慮します。 

・歩道部はカラー舗装化し、視覚的に車道と分離します。

管理用通路の歩車道分離イメージ 
（川側の歩道を広くとった例） 

管理用通路の歩車道分離イメージ 
（住宅側を広くとった例） 

・各ゾーンの入口、又は天端道路の一定間隔に、ポールに
よる狭窄部を設置し、大型車両の通行を規制するととも
に、車両通行の速度規制を促します。 

・ポールは着脱式又は可倒式とし、非常時には大型車両（消
防車、排水ポンプ車等）が通行出来るようにします。 

ポールによる狭窄部設置イメージ

水辺に近づける階段 
（健康作りの階段） 

・堤防天端から水辺に近づくことの出来るよう、一定間
隔で、水辺に降りられる階段を設置します。 

・階段の中央には、高齢者等に配慮した手すりを設置し
ます。 

陸閘（ゲート）の設置事例

階段と手摺りの事例 

水辺に近づける階段 
（パラペット部の陸閘（ゲート）の設置） 

・堤防のパラペット部については、階段や水辺へのアク
セスを可能とするため、階段部分に可動式の陸閘（ゲ
ート）を設けます。 

・陸閘（ゲート）については、洪水時には遮蔽し、パラ
ペット部と一体となって洪水から守ります。 

車両の進入・速度規制 
（進入規制・狭窄部設置） 
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2m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洗い出しコンクリート（支柱）の例 

護岸の修景 
（コンクリート表面の工夫） 

・堤防のパラペット部（コンクリート）の修景のため、洗
い出しやはつり、化粧型枠等の工夫を行います。 

・今のパラペットの景観を尊重するため、洗い出しやはつ
り等の工夫は、最小限に留め、アクセントをつけるよう
に配慮します。 

洗い出し 通常

はつり 洗い出し

化粧型枠を使用した例 

洗い出しによるコンクリート壁面の工夫例 

水際の散策路 
（歩行者用の舗装整備） 

・水際の高水敷の上に、2m程度の土系舗装等を施し、水
際をネットワークする散策路を整備します。水際は全て
石やコンクリートで全て固めず、多孔質な空間を創出す
るように配慮します。 

・また、階段との接続部は、多少広めのスペースを確保し、
滞留出来る空間を確保します。 

水際の散策路の整備イメージ

水際の散策路の事例

堤防のバルコニー化 
（眺望空間の確保） 

・パラペットの直線区間に変化をつけて、川や対岸を眺望
できるバルコニーの整備を検討します。 

広瀬川（旧梁川町）のバルコニーの事例
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宅地の嵩上げ 
街並みの工夫：川に面する街並みを生垣や並木により統一 

宅地の嵩上げ 
街並みの工夫：中心市街地とネットワークする小道の整備 

・川に面して再建される家屋が部分的になり、街並みの連
続性が喪失するところについては、宅地の生垣と連続
した並木を配置することにより、緑による連続性のあ
るファサードを形成します。 

・川と街の回遊性が向上する仕掛けとして、河川整備によ
り発生する小規模な短冊状の宅地を有効に活用して、緑
豊かな小道を整備します。 

生垣と並木による景観の連続性を確保 

川に面しない宅地の
部分に植栽を配置 

史跡等の案内板、石碑等の移設・設置 
（歴史・文化の伝承） 

石碑の説明板

・現存する俳句看板、石碑等については移設により保存し
ます。 

・新たな史跡等の案内板については、市や関係機関と連携
して設置を検討します。 

阿武隈川沿いに設置された俳句看板

川沿いの石碑
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「堤防嵩上げ+パラペット案」をもとにしたまちづくりに配慮した治水対策の工夫例（堤防の緩

傾斜化、階段の設置、ポケットパークの設置等による川と街の連続性の確保） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「堤防嵩上げ+パラペット案」をもとにしたまちづくりに配慮した治水対策の工夫例 

（腰積等による家屋への影響の軽減） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地区の特徴と課題 
・家屋が点在する住宅地地域であり、治水対策が影響する家

屋が比較的少ないことから、できる限り現在の家屋への
影響を軽減することが望ましい。 

■治水対策の工夫例 
・点在する家屋を保全し良好な住宅地を維持するため、家屋

への影響を最小限に抑える腰積みなどを実施する。 

阿武隈川 

腰積み等により、家
屋への影響を軽減 

阿武隈川 

一部の家屋に堤体が影響 

一部の家屋に治水
対策が影響 

河川等の眺望を
確保 

田畑も混在するゆとり
のある住宅地 

県道 県道 

A 

A’ 

A－A’断面 
A－A’断面 

腰積み等による家
屋への影響の軽減 

A 

A’ 

腰積み

住宅の再建が困
難な場所 

高水敷 

川とのふれあいが
可能な高水敷 

高くなる堤体により住
宅地の圧迫感が強まる 

川とのつながり
が分断される 

高水敷 

閑静な住宅環境 

小学生が通学にも使
っている生活空間 

■地区の特徴と課題 
・高水敷を有する区間であり、川と街の連続性を創出し気

軽に川に親しめる治水対策の実施が必要 

■治水対策の工夫例 
・住宅再建が難しい場所等を活用し、住宅地と川の一体感

が創出される緩勾配の堤防とする。 

市
道 

高水敷 

勾配を緩やかにした
堤防 

川と街を連続させる
緩勾配の堤体 

高水敷 

河川等の眺 望
を確保 

安 達 太 良 連 峰
の眺望確保 

阿武隈川 

計画堤防
の用地境 住宅地に潤いを与える

ポケットパークの設置 

※ポケットパーク：小さな公園、休憩場所 

阿武隈川 

市道 市道 

A 

A’

A－A’断面 A－A’断面

緩傾斜法面や階段等による 
水辺へのアプローチ 

緩傾斜法面や階段等によ
る水際へのアクセス確保 

子供達の遊び場や通
路等としても利用 

A 

A’

ゲートによる川
との連続性確保 
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第4章 事業の進め方 

 
（１）住民参加や関係機関の連携推進による事業の実施 

本宮左岸地区は、阿武隈川の治水対策が隣接する市街地に大きな影響を与えることから、治水

対策と一体となってまちづくりを進めることが必要・不可欠である。この「まちづくり」を進め

るにあたっては、各事業主体が連携・調整を図るとともに、個別事業に対する地域住民との勉強

会、ワークショップなどによる協働の取組みを深めながら、事業実施、維持管理など各段階にお

ける積極的な住民参加を図っていくことが望まれる。 

特に、治水対策と中心市街地の活性化が一体となったこの事業は、住民が参画した取組みを進

めることで地域として持続的なまちづくりが行われるものであることから、地域住民はもとより

ＮＰＯ、商工会等の各種団体の参加も図り、地域と様々な関係者が一体となってまちづくりを進

めていくものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 4-1  まちづくりにおける関係機関や地域住民などの連携による事業の進め方イメージ図 
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（２）事業のフォローアップ 

「阿武隈川本宮左岸地区治水対策と一体となったまちづくり」の実施にあたっては、地域住

民や関係する機関の連携と役割分担をもとに十分な調整を図りながら事業を進めることはもと

より、各実施段階における課題や状況の変化などに対応したきめ細やかな事業の実施が必要と

なる。 

そのため、事業進捗の各段階において、各機関の事業実施状況やその評価、さらに必要なフ

ォローアップを行うために、必要に応じて懇談会の委員等により構成する「フォローアップ委

員会（仮称）」を開催し、各機関が連携した事業の実施を目指すものとする。 

また、治水対策やまちづくりの実施にあたっても、計画・実施・評価・修正の一連のサイク

ルの中で地域住民と関係する機関が十分調整を図った整備を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-2  事業の実施段階におけるフォローアップの仕組みイメージ 
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